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平成２２年９月２４日 

各 位 

会 社 名 日清オイリオグループ株式会社 

代表者名 取締役社長   大込 一男 

（コード：２６０２、東証・大証第１部） 

問合せ先 財務部長    太田良 猛 

 （TEL．０３－３２０６－５６７０） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成22年9月24日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、平成

22年5月7日の平成22年3月期決算発表時に開示した平成23年3月期（平成22年4月1日～平成23年3

月31日）の連結業績予想及び個別業績予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

１．業績予想数値の修正 

平成23年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり

四半期純利益

前回発表予想（Ａ）  
百万円

152,000

百万円

6,200

百万円

5,800

百万円 

3,200 

円 銭

18.58

今回修正予想（Ｂ）  148,000 3,700 3,400 1,600 9.29

増 減 額（Ｂ－Ａ）  △4,000 △2,500 △2,400 △1,600       － 

増 減 率（ ％ ）  △2.6 △40.3 △41.4 △50.0 － 

（参考）前期第2四半期実績 

（平成22年3月期第2四半期） 
148,493 5,891 5,651 2,994 17.38

 

平成23年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ）  
百万円

314,000

百万円

14,100

百万円

13,500

百万円 

7,400 

円 銭

42.96

今回修正予想（Ｂ）  311,000 10,500 9,800 5,200 30.19

増 減 額（Ｂ－Ａ）  △3,000 △3,600 △3,700 △2,200       － 

増 減 率（ ％ ）  △1.0 △25.5 △27.4 △29.7 － 

（参考）前期実績 

（平成22年3月期） 
301,299 10,435 10,302 5,104 29.62
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平成23年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり

四半期純利益

前回発表予想（Ａ）  
百万円

93,000

百万円

4,100

百万円

4,500

百万円 

2,800 

円 銭

16.25

今回修正予想（Ｂ）  88,000 2,300 2,900 1,900 11.03

増 減 額（Ｂ－Ａ）  △5,000 △1,800 △1,600 △900       － 

増 減 率（ ％ ）  △5.4 △43.9 △35.6 △32.1 － 

（参考）前期第2四半期実績 

（平成22年3月期第2四半期） 
92,857 4,686 4,979 2,909 16.88

 

平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ）  
百万円

188,000

百万円

9,200

百万円

9,600

百万円 

5,600 

円 銭

32.50

今回修正予想（Ｂ）  181,000 6,200 6,500 3,900 22.63

増 減 額（Ｂ－Ａ）  △7,000 △3,000 △3,100 △1,700       － 

増 減 率（ ％ ）  △3.7 △32.6 △32.3 △30.4 － 

（参考）前期実績 

（平成22年3月期） 
185,071 6,650 7,138 3,591 20.84

 

２．修正の理由 

・第2四半期累計期間 

 （個別業績） 

  穀物相場が高値圏で推移しているため、コストに見合う販売価格の改定に取り組みましたが、低価格志向

が根強く当初想定していたほどには浸透いたしませんでした。一方で、全社あげて徹底的なコスト削減に取

り組むとともに、高付加価値商品の販売強化に取り組み利益確保につとめましたが、利益面では、前回予想

を下回る見込みであります。また、四半期純利益は上記に加え特別損失として投資有価証券評価損の計上が

想定され、前回予想を下回る見込みであります。 

（連結業績） 

  主として、個別業績の修正に加え、マレーシアの子会社の利益が想定ほど伸びなかったことによります。 

・通期 

（個別業績） 

第2四半期累計期間の見通しに加え、下期につきましても業績回復を見込んでおりますが厳しい経営環境

が続くことが予想されますので、通期の業績予想を修正しております。 

 （連結業績） 

  主として個別業績の修正に伴い修正するものであります。 

 

なお、上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので、実際の業績は

今後様々な要因によって変動する可能性があります。 

 

 

以 上 


